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 新建福岡レクレーションの第 3回目は北九州市の平尾台にある貫山に登りま

した。第 1回・第 2回は日程が合わず、登山は出来なかったので念願の参加で

す。今回は巻口さんの奥様と巻口さんの登山仲間で通称“シェフ”の西村さん

も参加されました。 

 平尾台の展望公園(茶ヶ床園地)をスタートし、貫山山頂を 8名で目指します。

登り始めは初めて目にするカルスト台地特有の石灰岩郡(羊群原)に目を奪われ

ながら、ほどなくすると左手には福智山が見えてきました。 

 瀬口さんや西村さんは地元であるだけに平尾台や周辺の山々に詳しく、時折

足を止めては説明してくださるので、あまり疲れを感じさせません。瀬口さん

は全員分のノンアルコールビールを首から下げながらもミラーレスカメラを持

って軽快に移動し、専属カメラマンのように我々にポージングを促してくださ

いました。途中、背丈ほどの一面ススキの平原を抜けてしばらく進むと、いよ

いよラストの急斜面です。皆で励まし合いながら山頂に到着すると行橋の海を

臨む景色が現れました。 

 登頂すると早速、山男の 3人は手際良くガスを使った調理を始めます。シェ

フの西村さんは延期となった 4月の山歩きでお預けになっていたサムゲタン！

もっと寒い方が美味しいんですが･･･と言われていましたが、十分美味しかった

です。他にも焼きたてのホットサンドや焼肉、各自持ち寄りの一品はどれも絶

品で満腹になりました。下山は目下に広がる羊郡原を楽しみながら、木立が無

いので遠景を楽しめました。 

 下山後は車移動し、田川にある「ほうじょう温泉ふじの湯の里」で汗を流し、帰路につきました。秋晴れの

平尾台を十二分に満喫することが出来ました。瀬口さん、西村さん、巻口さん 3人には準備やお世話など色々

ありがとうございました。                            （報告：中島健太郎） 
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  少し先になりますが、7月の「建築とまちづくりセミナー2019 in 福岡」を終え、 山歩きが気持ちのよい秋

ごろに、平尾台・宝満山クラスに登ろうかと話しています。  詳細が決まりましたら、お知らせします。 

その際は、 たくさんのご参加をお待ちしています ！ 

 



 

場所：アミカス視聴覚室 

会員限定で表題の講習会が、昨年の 11 月 7 日・28日、12月 12 日の

3 回、川﨑構造設計川﨑薫さんの講義行われました。出席者は第 1 回

目が 16 名・第 2回目が 16 名・第 3回目が 14名、会員限定にしては、

数多くの出席者で、伝統的構法への関心の高さが感じられました。 

講習会 1回目は、標準設計法案がどう言う構成になっているか、ど

う言う考え方に基づいているかを、まずは各項目に付いて、概略の説

明です。 

2 回目・3回目は、各項目の解説と表やグラフ（事前に構造計算を済ませて表やグラフに

して有る）を使っての演習など、途中に質問等を交えながら、各回の 2時間が、あっとい

う間で、毎回少し時間オーバー、それでも、概要解説の冊子 130 ページの内 63 ページしか

進まず、それで、追加の講習会をあと 2回行う予定です、2回で終わるかな？ 

残念ながら、この設計法案がいますぐに、確認申請に出せるものではありません。 

しかし、千数百年のいにしえから、数十年毎にどこかで起きる巨大地震や、毎年のよう

に襲い来る台風に磨かれた、日本の木構造の技術を未来につないで行く為に、必要な設計

法だと考えます。                       （報告：伊藤捷二） 

 

 初めて全国研究集会に参加しました。福岡からは片井さん、大坪さん、矢野さ

んと 4名の参加でした。会場は愛知県のかわいいお城「犬山城」の城下町にある

犬山温泉・犬山館。全体会も分科会も懇親会も宿泊も二次会までこの建物の中で

全て賄われて、たいへん便利でした。 

<17 日> 開会式までの時間、会場すぐ近くの「有楽苑(うらくえん)」に行ってみ

ました。数々の茶室とともに国宝茶室の「如庵(じょあん)」が移築されています。

さすがの佇まいでした。 

午後から開会式に続いて分科会です。第 3分科会で発表をさせていただきました。

大坪さんは、第 4分科会で発表なさっています。 

その後の食事＋交流会はお膳がずらりと並ぶ大広間で盛大に賑やかに行われまし

た。もちろん「建まちセミナー2019in 福岡」の宣伝もしっかりしましたよ！ 

<18 日> 木曽川のほとりからお城の周りの朝の散歩を終えると分科会へ。発表と

質問、意見交換とみっちり濃い中身のたっぷり 4時間です。新建のまじめさとす

ごさをしっかり思い知ることと成りました。 

午後は演奏会、記念講演から閉会式と続きます。記念講演は名畑 恵さんによる「ま

ちの縁側と延藤安弘の物語計画〜おわりははじまり〜」延藤先生のお仕事ぶりを

目の当たりにされたエピソードをたくさん語っていただきました。 

<19 日> 朝から見学会を経て解散となります。福岡組は明治村へのコースに参加。 

修学旅行のような 3日間でした。            （報告：江藤真理子） 
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 今夏の「建まちセミナー」開催に向け、慌ただしい新建福岡支部ですが、

今年度も元気な支部として活動できるよう、たくさんの方に出席いただき、

矢野さん議長のもと、支部総会を行ないました。総会の後は、久しぶりに顔

を合わせる会員さんもおられ、楽しい懇親会なりました。 
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前
回
の
あ
ら
す
じ 

四
十
年
ぶ
り
に
、
東
拓
二
と
暮
ら
し
た
街
に
移
り
住
ん
だ
の
り
子
は
、
拓
二
と
出
会
っ
た
街
、
デ

ン
マ
ー
ク
の
日
々
を
思
い
出
し
て
い
た
。 

 

コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
中
央
駅
か
ら
北
に
一
時
間
、
列
車
は
静
か
に
へ
ル
シ
ン
ガ
ー
駅
に
到
着
し
た
。

こ
の
街
は
、
シ
ェ
ー
ク
ス
ピ
ア
の
「ハ
ム
レ
ッ
ト
」の
モ
デ
ル
に
な
っ
た
お
城
が
あ
る
事
で
も
有
名
だ
。 

 

駅
前
か
ら
緩
や
か
な
坂
道
を
し
ば
ら
く
進
む
と
、
閑
静
な
住
宅
地
の
一
角
に
目
指
す
イ
ン
タ
ー
ナ

シ
ョ
ナ
ル
・
ピ
ー
プ
ル
ズ
カ
レ
ッ
ジ
（IP

C

）
の
門
が
見
え
て
き
た
。
木
立
の
間
か
ら
、
片
流
れ
の
煉

瓦
造
り
の
建
物
が
見
え
る
。
生
徒
数
１
０
０
名
あ
ま
り
、
半
数
は
デ
ン
マ
ー
ク
人
。
原
色
の
民
族
衣

装
に
身
を
包
ん
だ
生
徒
は
、
モ
ザ
ン
ビ
ー
ク
か
ら
や
っ
て
き
て
い
た
。 

夏
至
を
挟
ん
だ
北
欧
の
一
番
美
し
い
季
節
を
、
の
り
子
は
ヘ
ル
シ
ン
ガ
ー
のIP

C

で
過
ご
し
た

後
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
に
戻
っ
て
き
た
。 

「
試
験
ど
う
だ
っ
た
？
」 

「
そ
れ
が
ね
、
私
３
ヶ
月
勉
強
し
た
か
ら
っ
て
、
デ
ン
マ
ー
ク
語
、
た
い
し
て
上
達
し
て
な
い
で

し
ょ
。
試
験
が
始
ま
っ
て
問
題
を
、
ウ
ー
っ
て
感
じ
で
読
ん
で
た
ら
ね
、
先
生
が
な
ん
と
、
英
訳
の

問
題
用
紙
を
持
っ
て
来
て
下
さ
っ
た
の
。
願
書
で
日
本
人
っ
て
こ
と
が
わ
か
っ
て
準
備
な
さ
っ
た
み

た
い
。 

持
っ
て
い
た
英
和
辞
典
で
よ
う
や
く
ね
、
光
源
か
ら
の
光
を
受
け
る
、
三
角
法
で
描
か
れ
た
立
体

を
、
イ
メ
ー
ジ
し
て
デ
ッ
サ
ン
せ
よ
。
っ
て
の
が
わ
か
っ
て
。
」 

「
合
格
の
お
祝
い
に
何
が
食
べ
た
い
？
」 

「
久
し
ぶ
り
に
、
和
食
で
乾
杯
も
い
い
わ
ね
」 

デ
ザ
イ
ン
カ
レ
ッ
ジ
の
合
格
発
表
を
、
一
緒
に
見
に
行
っ
て
く
れ
た
女
友
達
と
店
に
向
か
っ
た
。

夏
至
の
頃
に
な
る
と
、
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
で
も
夜
十
時
頃
に
よ
う
や
く
日
が
暮
れ
、
朝
四
時
に
は
明

け
て
い
る
。
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
市
庁
舎
前
の
広
場
に
面
し
た
建
物
の
一
階
に
、「
レ
ス
ト
ラ
ン
東
京
」

は
あ
っ
た
。 

食
事
を
済
ま
せ
た
頃
、
顔
馴
染
の
ス
タ
ッ
フ
が
話
し
か
け
て
き
た
。 

「
半
年
後
に
チ
ボ
リ
公
園
の
近
く
で
中
華
レ
ス
ト
ラ
ン
を
オ
ー
プ
ン
す 

る
ん
で
す
。
こ
こ
の
オ
ー
ナ
ー
の
二
号
店
な
ん
で
す
。
ど
な
た
か
、
日
本 

の
女
性
で
、
フ
ロ
ア
の
お
手
伝
い
を
で
き
る
方
ご
存
知
な
い
で
す
か
？
」 

祝
宴
を
上
げ
た
こ
の
夜
が
、
拓
ニ
と
出
会
う
プ
ロ
ロ
ー
グ
だ
っ
た
と
の 

り
子
が
気
付
く
の
は
、
半
年
ほ
ど
後
に
な
っ
て
か
ら
だ
っ
た
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  耐力壁が平面的に角度を持っている場合の有効壁長を考えます 

５ 

 

（株式会社川﨑構造設計 川﨑薫） 

 

 

「在来軸組工法住宅の設計手法」より、皆さんの実務に役立つトピックスを抜粋して

お届けします。前回につづき、耐力壁について。 

 



 

 

案内パンフレットが完成し、申込みがはじまりました！ 
～建まちセミナー2019 in 福岡～ 

ＴＭ7～10の成果  決まったこと いよいよ具体的に形が見え始めてきました！ 

① 正式名称 
 「建築とまちづくりセミナー2019 in 福岡」とする。「新建 50 周年

記念キックオフ企画」という位置づけで開催することも決まりました。 

② 役割分担 
 役割分担を｢担当隊｣に分けて、詳細は各隊で検討していく。  

③ 早めの申込みを周知 
 犬山での全国研究集会で、予告チラシを配布し、全国に、山笠の時

期に重なるため、早めの予約を募っています。案内パンフレットでは、

第 1 次締切を「5/12」に設定。 

④ 予算の作成 
 手ごろな会費で多くの方に参加していただきたいという趣旨から、

広告協賛金のお願いをすることに。ご協力よろしくお願いします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

ＴＭ11 では、オプショナルツアーの概要確認、案内パンフ

レット・申込書の最終確認を行ないました。事前チラシの内

容に加え、以下のこと等が追加されました。案内一式が完成

しましたので、3 月 13 日より全国の新建会員をはじめ、関

係団体等に発信し、参加の申込みがはじまりました。 

・第 1～5 講座の講演テーマ 

・オプショナルツアー（福岡 2 コース、北九州 2 コース） 

・セミナー会場の案内図 

・セミナー、大交流会、山笠観覧、オプショナルツアー等

の申込み 

・宿泊の申込み  

 
 

 

 
 平成最後の年もあと 2 週間となりました。 

新建福岡支部もこの夏の建まちセミナーに向け

て、ティーム・ミーティング「TM」と名付け、

あれやこれやと準備中です。なかなか新建福岡支

部の一員として活動する機会がありませんが、こ

のめったにない機会、お忙しいとは思いますが、

一緒に参加されませんか？   （渋田あい子） 

（原稿とりまとめ：渋田 レイアウト：月成） 

今回のセミナーは未来へつなげる意味で、学

生（学生価格を設定しています）や他団体の方

にも広く呼び掛けたいと考えています。 

会員全員で、知り合いに情報を拡散していた

だけたら幸甚です。 

2019 年 2月 2日 

第 2 講座で講師をして

いただく藤本昌也氏と

の打合せを練馬の現代

計画研究所事務所にて

行いました。 

TMの参加、当日の参加 

お待ちしています！ 

  福岡支部の総力を結集して、

全国の方がよろこび、福岡も楽

しみ、学生や一般の方にも新建

活動が伝わり、この福岡セミナ

ーが未来へつながる事を祈念

します。 

引き続きセミナー成功に向

けて、ご協力をよろしくお願

いいたします。 

実行委員長  巻口義人 

ＴＭ9（1月 10 日） 

ホテル、会場の下見を

しました。西新プラザ

では、講座、大交流会

のイメージを共有。 


